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「子どもの未病対策」の推進について 

 

神奈川県知事 黒岩 祐治 

 
本県は「未病を治すかながわ宣言」において「食」「運動」「社会参加」

の３つの取組を推奨し、「未病を治す」取組を進めている。 
子どもをめぐる現状について、食生活の欧米化や、偏った栄養の摂取、

不規則な食生活の増加は、成長を阻害（肥満ややせ過ぎの増加）し、集中
力の低下などを招いている。 
また、子どもの運動習慣の二極化（運動不足と運動過多）により、「子ど

もの未病（※１）」ともいえる将来的なロコモティブシンドローム（※２）
のリスクが高まる恐れがある。 
さらに、外遊びの減少により、室内でのゲームなど一人遊びが増加し、

運動不足や運動器障害、睡眠障害などを招いていると言われている。 
このような状態を放置すると、将来の未病リスクが高まる恐れがあるこ

とから、子どもの頃から「食」「運動」「社会参加」の３つの取組からなる
「未病を治す」取組を進めることが必要である。 
 
（提案） 

子どもが多く、また、発信力の高い九都県市において「子どもの未病
対策」を推進するため、首都圏連合協議会に検討会を設置し、共同の取
組を実施する。 

 
（主な検討内容の例） 
① 九都県市において連携して広報を実施することで、効果的な普及啓

発を図る。 
〔普及啓発の例〕 
・子どもの未病についての普及啓発用リーフレット等の作成 
・子どもの未病についての予防啓発用電車内広告の共同実施 
・食育を通じた子どもの未病対策 

② 本県の子どもキラキラプロジェクトなどを紹介し、構成都県市間で
取組を共有するとともに、新たな対策を共同で検討し、取組の推進を
図る。 

〔検討の例〕 
・子ども未病問題共同シンポジウムの開催 

 
（※１） 未病とは、「病気」と「健康」を２つに明確に区分するのではなく、心身

の状態をグラデーションのように徐々に変化していくものと捉え、このすべ

ての変化の過程を表す概念 

（※２） 運動器症候群をいう。運動器の障害のために移動機能の低下をきたした状

態であり、進行すると介護が必要になるリスクが高くなる。 



 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子どもをめぐる現状】 

「食」    食生活の欧米化や、朝食の欠食による偏った栄養の摂取や不規則

な食生活の増加 

⇒ 子どもの成長を阻害（肥満ややせ過ぎの増加）し、集中力の低

下などを招く 

「運動」   子どもの運動習慣の二極化（運動不足と運動過多） 

⇒ この状況を放置すると、「子どもの未病」ともいえる将来的な

ロコモティブシンドロームのリスクが上昇 

「社会参加」 外遊びの減少により、室内でのゲームなど一人遊びが増加 

⇒ 運動不足や運動器障害、睡眠障害などを招く 

 

           「子どもの未病対策」の推進について          神奈川県資料① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

【子ども☆キラキラプロジェクト(主な取組内容)】 
[プロジェクト１] 体力・運動能力の向上 
◇ 「体力テスト」キャラバン隊の派遣 
◇ 「体力向上運動」の開発 
◇ 大学生ボランティアによる小学校への支援 

[プロジェクト２] 運動習慣の確立 
◇ 運動習慣カードの作成・配付 
◇ 「子どもキラキラタイム」の実施 
・休み時間等を「子どもキラキラタイム」として 

外遊びの奨励 
◇ 夏休み「みんなで朝ラジ!!」の推進 
 ・世代を越えて行うことができるラジオ体操を各 

地域で実施し、夏休みの運動を推進 

[プロジェクト３] 生活習慣の改善 
◇ 「Ｊｏｙ！Ｊｏｙ！通信」の活用 
・子どもたちの健康増進と体力向上を目指す学校・家庭向け情報紙 

◇ 食育の推進 
・各学校における食育の推進 

２ 本県の取組 

 子どもの時から健康寿命日本一を目指し、子どもの体力向上を図る 

「子ども☆キラキラプロジェクト!!」を実施（平成 27 年５月～） 

子どもたちが自ら

進んで運動に取り

組むための「運動

習慣カード」 

「体力テスト

キャラバン

隊」による指

導の様子 

１ 提案の趣旨 

⇒このような状態を放置すると、将来の未病リスクが上昇 

 

 

子どもの頃から「未病を治す」取組をすることが必要 

 

「未病」とは･･･ 
⇒「病気」と「健康」を２つに 
明確に区分するのではなく、    
心身の状態をグラデーション 
のように徐々に変化していく 
ものと捉え、このすべての変 
化の過程を表す概念 

未病を治すかながわ宣言（平成26年１月） 
 ～「未病を治す」３つの取組を推奨 

「食」     ：医食農同源の考え方で、バランス 

         の良い食生活を送る取組 

「運動」  ：日常生活に運動やスポーツなど、 

身体活動を取り入れる取組 

「社会参加」：人と人の出会い・ふれあい・交流 

を進める取組 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【主な検討内容の例】 

①連携して広報を実施することで、効果的な普及啓発を図る。 

〔普及啓発の例〕 

 ・子どもの未病についての普及啓発用リーフレット等の作成 

・子どもの未病についての予防啓発用電車内広告の共同実施  

 ・食育を通じた子どもの未病対策 

②構成都県市間で取組を共有するとともに、新たな対策を共同で検討し、取組

の推進を図る。 

〔検討の例〕 

 ・子ども未病問題共同シンポジウムの開催 

３ 提案内容

⇒ 子どもの頃からの「未病」対策の普及啓発とともに、改善に向けた効

果的な施策の推進が必要 

【提案】 

子どもが多く、発信力の高い九都県市において、首都圏連合協議会に

検討会を設置し、共同の取組を実施 

参加 

社会 

  
運動 

食 



 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

                     神奈川県資料② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未病サミット神奈川 2015 in 箱根 
（平成 27 年 10 月 22 日・23 日 湯本富士屋ホテル） 

 

 

 

 

黒岩知事との“対話の広場”Live 神奈川 
 子どもの体力向上で健康寿命日本一！ 子どもの頃から未病対策 

（平成 27 年 10 月 27 日 神奈川県庁大会議場） 

子ども☆キラキラプロジェクト!! 
（平成 27 年５月～） 





世界糖尿病デーを記念して、糖尿病のシンボルである
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